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取
っ
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く
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「
睡
眠
薬
を
た
く
さ
ん
服
用
す
る
と
ふ
ら
つ
き
に
よ
る
転
倒
の

恐
れ
も
あ
る
」
と
話
す
国
立
精
神
・
神
経
医
療
研
究
セ
ン
タ
ー

精
神
保
健
研
究
所
の
三
島
和
夫
部
長
（
東
京
都
小
平
市
）

（躍脚波調査を米国の ） 
研究者らがまとめたデータj

ン
を
変
え
る
こ
と
で
軽
減

で
き
る
よ
う
だ
。

国
立
精
神
・
神
経
医
療

研
究
セ
ン
タ
ー
精
神
保
健

研
究
所
の
三
島
和
夫
精
神

生
理
研
究
部
長
ら
の
調
査

に
よ
る
と
、
不
眠
症
に
な

っ
て
い
る
場
合
は
、

①
皐

く
寝
す
ぎ
る
②
長
く
寝
す

ぎ
る
③
読
書
や
テ
レ
ビ
視

聴
な
ど
床
に
入
っ
て
か
ら

何
か
し
て
い
る
④
1
時
間

を
超
え
る
昼
寝
を
し
て
い

る
ー
な
ど
就
寝
の
仕
方
に

も
問
麺
か
あ
る
と
い
う
。

三
島
部
長
は
「
眠
れ
な

い
か
ら
と
長
く
床
に
就
い

で
い
る
の
は
逆
効
果
。
加

齢
に
伴
っ
て
睡
眠
時
間
は

短
く
な
る
。
印
代
以
降
の

平
均
睡
眠
時
間
は
約
6
時

間
な
の
で
、
床
に
入
る
の

は
、
起
き
る
時
間
の
6
時

間
＋
却
分
前
ご
ろ
に
し
た

ら
ど
う
で
し
ょ
う
か
」
と

助
言
す
る
。
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